
 

  

 １月１８日に沼貫地域で地域防災研修会を実施されました。 

丹波市役所くらしの安全課と JDA－DAT兵庫県栄養士会を講師に招き、

日常でも使えるパッククッキングを学び実践しました。 

少量の水や調味料を材料と一緒に袋に入れて熱湯につけて置いておく

と、おいしいおかゆやおかずの出来上がり！！ 

また、防災のお話では『防災とはその時のために備えるのではなく、普 

段使っているモノをスムーズに持ち出せ 

るように備えることが大切』という事を教 

えて頂きました。 

最後に阪神淡路大震災で被災された 

方からお話いただき、普段から備えること

とお互いを思いやることの大切さを改めて

感じました。 

２月１9日 ほっこりさちよサポート会議 

今年度、災害や急病などのもしも！に備え、救

急隊や警察などに必要な情報を伝え病院や家族

に迅速につなぐことを目的に「さちよあんしんカー

ド」に取り組まれています。 

  

２月１７日 つながろうぬぬぎ会議 

昨年度より、高齢者宅などを自治会長、民生委員

児童委員等と子どもたちが一緒に訪問し、声掛けや

困りごとの聞き取りなどを行う活動に向けて話し合い

を進めておられます。 

  

社協西部支所ぷちホッと通信

２月１４日 中央地区「和」サポート会議 

今年度、認知症になっても安心して暮らせる中央地区を目指し、話し合いを進めて来

られました。 

認知症について学びの機会を設けたり、認知症の支援、啓発のイメージカラーである

オレンジ色をモチーフにした花を植えたり、介護予防や社会参加のきっかけに℮スポー

ツでの交流機会などを計画されています。 

 

２月も話し合うことで少しずつ！ 

「備える」を日常に！ 



 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

あと何段！と声を掛けて 

ふくしの心が広がっています！ 

お問い合わせ 丹波市社会福祉協議会西部支所 Tel 82-4613 Fax 82-4755 

 

西小学校４年生 

車いす体験をしました！普段何

気なく使っている体育館でも、

車いすに乗ってみると活動しづ

らい場所があったり、怖いと感じ

る場所があるという気づきがあり

ました。 

手袋をして、おはじきを上手 
につまめるかな 

 

 

東小学校３年生 

アイマスク・白杖体験をしました！ 

「目の見えない人への道や場所の説明

が難しかった」「介助の重要さと大切さ

が分かった」という感想がありました。

また生活の中にあるバリアフリーにつ

いても学びました。 

段差はティッピングバーを踏んで 

悪路はみんなの力を合わせて 

くらし応援隊養成講座の受講者を募集しています！ 

くらし応援隊とは、高齢者が住み慣れた地域（自宅）で安心して生活を

続けるためにお部屋の掃除や買い物、ゴミ出し等の生活の困りごとを

支援する有償ボランティアです。１時間当たり６００円の活動報酬など

があります。 

今年度、最後の講座を３月１９日（水）、２１日（金）に柏原住民センタ

ーで開催します。講座の詳細や申し込み方法などは、二次元コードよ

りご確認下さい。みなさんのご参加をお待ちしています！ 

詳細はこちら→ 

くらし応援隊活動の様子     

今、アナタの力が必要です！ 

令和７年１月はたくさんのふ

くし学習にうかがいました！ 

一生懸命に学ぶ子どもたちの

姿勢を見て、とても頼もしい気

持ちになります☆彡 

車いす体験は４人１組で行います。 

 

 

東小学校４年生 

車いす体験をしました！車いす

の介助は、後ろから押す介助は

もちろん、サイドからのサポート

もとても重要という気づきがあり

ました。 

 

 

西小学校５年生 

エルダートライ（高齢者疑似体

験）をしました！手の感覚が鈍く

なったり、足や腰が重くなったり、

どんな困り事があるか、どんなお

手伝いができるか考えながら体験

ができました。 


